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1．はじめに

　高等学校学習指導要領（平成 21 年 3 月告示）
において，教科「工業」の目標は，「いかに作
るか」から「どのようなものをいかに作るか」
という能力を重視した時代の要請に対応した内
容になった。このような目標の実現のためには，
工業の特色である実践的なものづくりを通し
て，創造的な能力と実践的な態度を育成する必
要がある。
　工業系の科目において，習得した知識や技術
を生かしたものづくりを行う科目は「課題研究」
であり，専門科目の集大成として位置付けられ
ている。「課題研究」の指導を充実させることは，
創造的な能力や実践的な態度を育成することに
なり，企業の求める人材を育成することにつな
がると考える。
　そこで，科目「課題研究」において，既習の
知識や技術を生かした作品製作のために，もの
づくりの授業の中でグループ活動を充実させる
など，学習指導方法の工夫を行い，ものづくり
に生かせるコミュニケーション能力と実践的な
技術の育成を目指した。

2．�実践的な技術を育成するための基本的
な考え方

⑴　「実践的な技術」とその育成方法
　「実践的な技術」とは，ものづくりにおいて
技術的な問題に対して，既習の知識や技術を活
用して，よりよい解決策を導き出し，問題解決
を行うことができる能力であると考える。（図1）
⑵　「ものづくりに生かせるコミュニケーショ
ン能力」とは
　「ものづくりに生かせるコミュニケーション
能力」とは，ものづくりを実現させるために，
作品製作のための話合いの中で既習の知識や技
術を生かして自分の考えを相手に伝えたり，相
手の考えを受け入れたりすることにより解決策
をまとめていく能力であると考える。（図 2）
　その能力の育成を図るため，経済産業省が提

「課題研究」における実践的な技術を育成する学習指導の在り方
―ものづくりに生かせる対話の在り方―
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図1　「実践的な技術」の育成過程
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　デザインは今までにない奇抜なデザインを生
徒が考えた。見た目から蜘蛛に似ているので，
イメージに合うものを何枚も書き直した。有機
的な曲線で作りやすく，これまでにないような
デザインとなった。その頃，この車両の名前は
世界最大のクモから取った「バードイーター」
という名前で呼んでいた。
　デザインを基にスチレンペーパーという柔ら
かい素材で試作を行い，本体や可動部分との干
渉がないか確認した。ボデーの材質を何にする
か，かなり思案した。最終的には内部構造が見
えやすく，安価で手に入りやすい透明プラダン
を使用した。これは結果的に面白いアイデアに
つながった。
⑻　仕上げ
　発電機と家庭用電源の両方から充電ができる
ように，AC 100 Vから DC 48 Vに変換する 

AC/DCコンバータを取り付け，念願のプラグ
イン・ハイブリット方式とすることができた。
　ヘッドライトは頂き物の LEDライトで，リ
モコンで発光色を 7色変えられる。ヘッドライ
トだけでは寂しいので試しに LEDテープライ
トをボデー内部から光らせてみると，透明プラ
ダンが上手く光を乱反射させ，幻想的な模様を
浮かびあがらせた。これには生徒達も思わず声
を上げた。
　この車両を作っていく中で，生徒・教員共に
あれやこれやと想像力を掻き立てられ、形にし
ていった。後方視界を確保するようにバックモ
ニターや，強力な LEDワークランプの取り付
けなど，これまでの「ものづくり」にはなかっ
た楽しさがあり，次々にアイデアが生まれ，笑
顔が絶えなかった。

4．まとめ
　今回，「好奇心をカタチにする」というテー
マのもと製作を行ってきた。本校自動車科の生
徒は溶接や旋盤などを習う授業時間は少なく，
電気装置に対して拒否反応を示す生徒も少なく
ない。しかし，「作りたいものを作る」という
欲求は苦手な作業を克服し，自ら積極的にアイ
デアを出し合う原動力となっていた。
　また，人が安心して乗れるようにするために
は，きちんと設計・デザインする，安全率（剛
性）を確保する，溶接や旋盤などの加工精度を
上げることなど，工業で学ぶ基礎・基本が一番
重要であると実感する大変良い機会になった。
これからもこのような取組を継続していける体
制づくりをしていく事が重要であると考える。
　完成後，平成 27 年 1 月に行われた「2015 高
校生テクノフォーラム」（岡山県高等学校工業教
育協会主催）でこの車両の製作について研究発
表を行った。審査の結果，最優秀賞を受賞し地
元のテレビ局や新聞に取り上げられ，大きな反
響があった。
　地域のイベント等で展示の機会を頂き，自分
たちの成果や製作において苦労したことなどを
堂々と発表する姿が見られた。この取組を通し
自信を身に付け，将来の工業界を担う人材に成
長することを楽しみにしている。今後もこのよ
うな活動を続けていきたい。

写真6　ボデーの製作

写真7　イベントでの様子
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唱している「社会人基礎力」を参考にした。
　今回は社会人基礎力の中でも「チームで働く
力（チームワーク）」について注目し，工業に
関係の深い製造業が重視している，発信力，傾
聴力，柔軟性の 3つの能力要素を重点的に身に
付けさせることにした。

3．授業における検証

　総合的に検証するため，2回にわたって検証
授業を実施した。
⑴　検証授業Ⅰ
ア　ジグソー学習の実践
　「実践的な技術」に必要な，論理的・批判的
な思考力を高め，知識や技術の深化・総合化を
図ることをねらいとしてジグソー学習の指導法
を取り入れた。（図 3）
　ジグソー学習は，協同的な学習活動の 1つで
ある。まず，課題を解決するために，グループ
のメンバーがそれぞれ違うテーマを学習する。
　エキスパートグループに分かれて，それぞれ
の考えを深めていく。次に，ホームグループに
戻り，自分が学習したことを，他者に説明する
者の意見を統合しながら，課題を解決する学習
である。ジグソー学習の実践により，1つの視
点ではなく，複数の視点から話合いを行わせる

ことで話合い活動が深まり，理論に基づく多面
的・多角的な考察が行われると考える。
イ　授業の構想（全 6時間）
　検証授業Ⅰの構想を図 4に，テーマを図 5に
示す。

図2　「ものづくりに生かせるコミュニケーショ

　　ン能力のモデル」

図3　ジグソー学習の活動の流れ

図5　検証授業Ⅰのテーマ

図4　検証授業Ⅰの構想
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ウ　概要
　上図に，図 4の 枠のグループの考えをま
とめる学習活動の場面を抜粋して示す。
エ　検証授業Ⅰの分析と考察
　○　「実践的な技術」について
　様々な考え方により解決策を検討する，多面
的・多角的な考え方による話合いを行わせるこ

とで，複数の解決策が生まれ，よりよい解決策
を導き出すことができた。（図 6・7）
⑵　検証授業Ⅱ
ア　授業の構想（全 10 時間）
　検証授業Ⅱの構想を図 8に，話合いの流れを
図 9に示す。

図7　製作した作品2

図6　製作した作品1

図9　検証授業Ⅱの話合いの流れ

図8　検証授業Ⅱの構想
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イ　概要 

　上図に，図 8の 枠の課題解決のための話
合いの学習活動の場面を抜粋して示す。

4．分析と考察

⑴　「実社会で使われている技術」を取り入れ
たものづくりについて  

　検証授業Ⅱでは，2種類のロボットを段階的
に製作することにより，制御の原理と用いられ
る部品の性質を理解させた。
⑵　「ものづくりに生かせるコミュニケーショ
ン能力」について
　話合い活動は，生徒主体で行った。最初は，
各班がそれぞれの考えを主張していたが，話合
いが進む中で他の班の考えを理解し，多面的・
多角的な見方からの話合いが行われるようにな
った。そして，今後の学習に生かせる考えはど
れかという根拠を基に，1つの考えにまとまっ
た。（図 10）また，授業後のアンケートでは，「グ
ループで協力してものづくりを行うために最も
大切なことは何か」の問いに対して，「自分の
考えと相手の考えが異なる場合に，考えを 1つ
にまとめること」と回答した生徒が一番多く，
78％であった。（図 11）このことからグループ
でものづくりを行う際は，協力して多様な考え
をまとめることが重要であるということを認識
させることができた。

　このような，既習の知識や技術を活用したも
のづくりを行うことで，知識や技術が定着し，
学習意欲の向上につながった。

5．おわりに

　鹿児島県総合教育センターの田中耕一郎情報
教育研修係長に感謝するとともに，チームでも
のづくりを行う際や実践的な技術の習得に効果
的な手法であると考えられるので，今後は課題
研究のみならず実習や座学においても本手法を
活用し，生徒がアクティブに授業に参加できる
雰囲気を醸成していきたいと考えている。

図10　話合いの流れ

図11　グループで協力してものづくりを行うため
　　　に最も大切なことは何か
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